
他
者
と
の
和
解
を
拒
否
す
る

「
な
ら
ず
者
」
と
見
る
イ
ス
ラ

エ
ル
の
状
況
は
今
の
日
本
と
酷

似
し
て
い
ま
す
。

宗
教
紛
争
で
は
な
い

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
は
宗
教
紛

争
や
民
族
紛
争
で
は
な
く
、
植

民
地
支
配
に
よ
っ
て
く
つ
ら
れ

ま
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ
か
つ
て
は
オ
ス

マ
ン
帝
国
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の

覇
権
の
下
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
キ

リ
ス
ト
教
徒
が
一
定
の
自
治
を

も
ち
、
共
存
し
て
い
ま
し
た
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
力
が
弱
ま
り
、

英
・
仏
・
ロ
が
「
キ
リ
ス
ト
教

の
保
護
」
を
名
目
に
こ
の
地
域

に
介
入
し
た
こ
と
で
、
共
存
関

係
が
崩
れ
た
の
で
す
。
決
定
的

な
の
は
１
９
１
７
年
の
バ
ル
フ
ォ

ア
宣
言
で
す
。
時
の
第
１
次
世

界
大
戦
中
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
協
力

を
取
り
付
け
た
い
イ
ギ
リ
ス
が
、

パ
レ
ス
チ
ナ
に
ユ
ダ
ヤ
人
郷
土

を
創
る
と
先
住
者
の
意
志
を
無

視
し
て
決
め
ま
し
た
。
パ
レ
ス

チ
ナ
問
題
は
ま
さ
に
大
英
帝
国

の
植
民
地
政
策
結
果
で
す
。

生
い
立
ち
と
重
ね
て

私
の
父
は
在
日
二
世
、
母
は

日
本
の
軍
医
だ
っ
た
祖
父
と
中

国
人
だ
っ
た
祖
母
の
間
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
私
に
は
在
日
朝
鮮

人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
は
重
な
っ

て
見
え
ま
す
。
大
日
本
帝
国
に

よ
り
一
方
的
に
皇
民
化
さ
れ
な

が
ら
戦
後
日
本
で
権
利
を
奪
わ

れ
、
制
度
的
に
追
放
さ
れ
た
在

日
朝
鮮
人
。
他
方
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
建
国
と
と
も
に
物
理
的
に

追
放
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
、

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
は
１
９
４
８

年
５
月
、
戦
後
日
本
の
出
発
点

で
あ
る
憲
法
施
行
が
１
９
４
７

年
５
月
、
両
国
と
も
「
民
主
主

義
」
を
標
榜
し
ま
す
が
、
起
源

に
は
植
民
地
住
民
を
排
除
し
て

暴
力
が
あ
る
。
私
は
、
帰
化
ま

し
た
が
、
在
日
朝
鮮
人
、
日
本
、

中
国
の
ル
ー
ツ
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ル
ー
ツ
が
排
除
の
痕
跡

だ
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
う
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
中
で
日

本
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
考

え
て
き
ま
し
た
。

人
間
的
な
共
感
を
も
っ
て

私
に
は
祖
父
母
の
経
験
を
記

憶
で
き
な
か
っ
た
悔
い
が
あ
り

ま
す
。
難
民
の
方
の
話
を
聞
い

て
い
る
と
、
自
分
の
祖
父
母
か

ら
聞
い
て
い
る
よ
う
に
錯
覚
す

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
祖
父
母

か
ら
聞
い
た
断
片
的
な
記
憶
が
、

パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
経
験
と
こ
ん

な
に
も
似
て
る
の
か
？
と
。
人

間
的
な
共
感
は
地
域
を
を
超
え

ま
す
。
同
じ
植
民
地
主
義
の
暴

力
の
記
憶
が
あ
り
、
「
慰
安
婦
」

も
私
の
祖
母
の
時
代
、
祖
母
の

土
地
で
の
出
来
事
で
す
。
否
定

さ
れ
、
尊
厳
が
踏
み
に
じ
ら
れ

続
け
る
の
は
許
せ
ま
せ
ん
。

日
本
は
法
的
に
は
植
民
地
を

失
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
支
え

た
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
は
反
省
さ
れ

て
い
な
い
。
後
世
に
記
憶
を
伝

え
る
取
り
組
み
が
ま
っ
た
く
欠

け
て
い
ま
す
。
「
慰
安
婦
」
に

さ
れ
た
方
の
闘
い
は
反
日
＝
現

代
日
本
で
な
く
、
反
日
帝
で
す
。

未
来
に
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
、
語
り
、
記
憶
し

続
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

歴
史
を
学
び
直
す

植
民
地
主
義
は
人
類
が
乗
り

越
え
る
べ
き
歴
史
で
す
。

植
民
地
主
義
の
時
代
、
自
身

や
祖
先
が
ど
う
い
う
振
る
舞
い

を
し
た
の
か
。
一
人
一
人
が
自

分
の
過
去
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
歴
史
か
ら
解
放
し
、
自
分
の

結
び
つ
い
た
物
語
と
し
て
の

「
学
び
直
す
」
必
要
が
あ
り
ま

す
。
「
敵
」
と
さ
れ
る
人
々
と

人
間
的
に
出
会
う
討
論
の
場
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ
ち
こ
ち
で
必

要
で
す
。
「
表
現
の
不
自
由
展
・

そ
の
後
」
は
そ
う
し
た
場
に
な

り
え
る
は
ず
。
是
非
、
再
開
し

て
ほ
し
い
で
す
。

革新・愛知の会 第２９２号 ２０１９年９月１０日（２）

拡大世話人会への提案

Ⅰ．運動の総括
（１）安倍改憲阻止―３０００万署名を軸に、
国会で改憲発議をさせず、７月参議院選挙で
は改憲勢力の３分の２確保を阻止。
（２）市民と野党の共闘
市民・各地の革新懇が２０１７年衆院選挙、

野党共闘を前進させてきた。
革新・愛知の会は参院選へのアピールを出

し、市民団体と共同し「武器よりくらしを！
戦争に行くより選挙に行こう」と訴えた。
（３）知事選、統一地方選、参院選
知事選投票率35.5％、名古屋市議選32.9％、

参院選48.8％――低投票率。れいわ新撰組へ
の支持の拡がり、同時に維新、減税、N国な
どへの国民の支持に注視。
（４）県内、革新懇の多様な活動（略）
Ⅱ．安倍改憲をめぐる動き――首相は焦るが
国民は望まず
（１）参院選では１人区の激戦を制して10選
挙区で勝利。自民は９議席減らし過半数割れ
に、公明は11議席を14議席に。世論調査での
安倍首相に望むこと、社会保障、教育、雇用、
外交が圧倒的、改憲は３％。
（２）暮らしと経済危機の進行――憲法を生
かして暮らし、平和の前進を！
格差と貧困は拡大。10月からの消費税率10

％アップが暮らしと景気を悪化させる。
（３）核兵器禁止にむけ、国連で５年毎のNP
T再検討会議の後、来年はニューヨークで初
めて原水爆禁止世界大会が開催される。
（４）市民と野党の共闘をさらに強める
立憲主義を壊し、個人の尊厳を無視、ウソ

と隠蔽の安倍政治を許さず退陣に追い込む。
県下15選挙区に市民と野党の共闘を語り合う
プラットフォームづくりが求められる。13項
目の政策を深め、連合政権づくりなどの論議
を深める情勢にある。それを担いうる革新懇
が求められる。
Ⅲ．運動方針
（１）安倍改憲阻止、運動の持続と戦線の拡
大 ◎安保法制訴訟の会（9/20）◎共同行動
実行委員会主催・集会とデモ（9/19）◎市民
アクション・3000万署名総括会議（9/16）な
ど。
（２）衆院選での市民と野党の共闘
◎つなぐ会＠あいちなどと連携し参院選1

人区で勝利した県の取り組みに学ぶシンポを
行う◎13項目の政策を学ぶ場をつくるなど。
（３）安倍政権による新自由主義、歴史修正
主義によるナショナリズム批判を地域から。
◎10月1日からの消費税値上げを許さない

◎日韓関係を歪めている本質に日本政府の歴
史修正主義がある。解決の第一は植民地支配
への謝罪である◎「表現の不自由展・その後」
の中止を問い、再開を求める。
（４）革新懇運動の前進のために
◎全国交流集会（兵庫）に愛知から40名。

（５）革新・愛知の会 第２９２号 ２０１９年９月１０日

沢
田
昭
二
（
代
表
世
話
人

会
・
名
大
名
誉
教
授
）

核
兵
器
を
持
た
な
い
国

や
市
民
社
会
の
力
で
核
兵

器
禁
止
条
約
が
国
連
で
採

択
さ
れ
現
在
25
カ
国
で
こ

の
条
約
の
批
准
が
さ
れ
て

い
る
。
50
か
国
以
上
批
准

す
れ
ば
条
約
が
発
動
す
る

こ
と
に
な
る
。
大
国
や
核

保
有
国
の
力
で
は
な
く
、

小
さ
な
国
、
市
民
社
会
の

力
で
国
連
憲
章
を
守
ら
せ
、

核
兵
器
を
禁
止
す
る
と
い

う
人
類
史
上
の
大
き
な
転

換
点
と
な
る
。

来
年
の
国
連
で
は
４
月

に
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
、

直
後
に
初
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
が
開
催
。
大
き
く
前
進

す
る
転
機
に
し
た
い
。

小
林
武
（
代
表
世
話
人
・

沖
縄
大
学
教
授
）

参
議
院
選
挙
で
は
オ
ー

ル
沖
縄
は
29
万
票
（
相
手

23
万
票
）
で
辺
野
古
新
基

地
阻
止
を
は
っ
き
り
示
し

第
二
次
安
倍
内
閣
以
降
、

６
回
の
国
政
選
挙
、
２
回

の
知
事
選
、
県
民
投
票
で

沖
縄
の
辺
野
古
新
基
地
建

設
阻
止
は
揺
る
が
な
か
っ

た
。
沖
縄
の
民
意
を
政
府

は
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。

閉
会
あ
い
さ
つ

田
辺
準
也
代
表
世
話
人

革
新
懇
ら
し
い
和
や
か

な
中
に
も
真
剣
な
論
議
が

行
わ
れ
充
実
し
た
論
議
と

な
っ
た
。

石
山
書
記
長
か
ら
具
体

的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
共

闘
の
到
達
点
が
話
さ
れ
、

参
議
院
選
挙
で
改
憲
勢
力

を
阻
止
し
た
こ
と
に
改
め

て
確
信
を
も
っ
た
。
さ
ら

に
次
の
総
選
挙
で
は
連
合

政
権
構
想
が
具
体
的
に
な

り
、
発
展
さ
せ
る
大
き
な

目
標
を
示
し
て
い
た
だ
い

た
。
今
日
を
起
点
に
、
こ

の
秋
の
活
動
を
頑
張
り
抜

い
て
い
き
た
い
。

革
新
懇
が
果
た
し
て
き

た
市
民
と
野
党
の
共
闘
の

役
割
を
か
み
し
め
て
い
き

た
い
。
10
月
に
は
全
国
革

新
懇
交
流
集
会
が
神
戸
で

開
催
さ
れ
る
。
愛
知
か
ら

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を

よ
び
か
け
る
。

参
議
院
選
挙
の
結
果

を
ど
う
見
る
か

今
後
の
野
党
共
闘
の
発

展
を
考
え
て
い
く
上
で
参

院
選
の
結
果
を
ど
う
見
る

か
重
要
。
自
・
公
・
維
新

な
ど
改
憲
勢
力
が
改
憲
発

議
に
必
要
な
３
分
の
２
を

割
っ
た
こ
と
。
自
民
党
が

単
独
過
半
数
を
割
っ
た
こ

と
も
彼
ら
に
と
っ
て
の
痛

手
。
安
倍
政
権
に
大
き
な

痛
手
を
与
え
た
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
の

発
展２

０
１
６
年
に
続
き
全

国
32
の
一
人
区
す
べ
て
で

野
党
統
一
候
補
を
実
現
し
、

10
選
挙
区
で
大
激
戦
を
制

し
て
勝
利
。
野
党
共
闘
の

大
き
な
発
展
。
（
①
相
互

に
支
援
し
合
う
共
闘
へ
②

複
数
区
で
も
共
闘
の
発
展

③
野
党
間
の
政
策
的
一
致

が
大
き
く
広
が
る
④
国
民

の
切
実
な
願
い
に
即
し
て

一
致
点
で
の
協
力
確
認
⑤

共
産
党
と
共
通
す
る
政
策

を
も
つ
れ
い
わ
新
撰
組
）

４
野
党
１
会
派
に
よ
る

２
つ
の
合
意
の
意
義

一
人
区
で
一
本
化
の
合

意
と
市
民
連
合
を
介
し
て

す
べ
て
の
政
党
が
調
印
し

た
13
項
目
の
共
通
政
策
の

合
意
。
同
時
に
今
後
の
野

党
共
闘
の
方
向
を
規
定
す

る
合
意
。
衆
院
選
で
も
候

補
者
調
整
を
加
速
す
る
こ

と
を
合
意
。
国
民
民
主
党

が
市
民
連
合
を
介
し
て
と

は
い
え
、
共
産
党
と
の
共

通
政
策
を
結
び
候
補
者
一

本
化
に
合
意
し
た
こ
と
は
、

画
期
的
な
こ
と
。

調
印
さ
れ
た
共
通
政
策

は

戦
争
法
の
廃
止
は
も

ち
ろ
ん
、
消
費
税
の
10
％

増
税
中
止
、
憲
法
九
条
改

悪
反
対
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
反
対
、
原
発
再
稼
働

反
対
、
最
賃
１
５
０
０
円
。

こ
の
共
通
政
策
は
内
政
問

題
だ
け
で
な
く
、
平
和
・

安
全
保
障
、
外
交
、
人
権

問
題
と
国
政
全
般
に
わ
た

る
。
野
党
連
合
政
権
が
打

ち
出
す
政
策
に
な
っ
て
い

く
。

愛
知
に
お
け
る
野
党
共

闘
と
さ
ら
に
発
展
を

参
院
選
さ
な
か
に
市
民

が
呼
び
か
け
、
愛
知
２
・

３
・
４
区
で
は
選
挙
前
に
、

愛
知
１
区
で
は
選
挙
中
に

共
同
街
宣
が
行
わ
れ
、
立

憲
民
主
、
国
民
民
主
、
社

民
党
、
共
産
党
が
そ
ろ
っ

て
演
説
。

野
党
連
合
政
権
樹
立
へ

次
の
総
選
挙
で
の
市
民

と
野
党
の
共
闘
の
目
標
は
、

安
倍
自
公
と
そ
の
補
完
勢

力
の
維
新･

減
税
を
少
数

に
追
い
込
ん
で
打
倒
し
、

野
党
連
合
政
権
を
樹
立
す

る
こ
と
。

長
年
、
統
一
戦
線
運
動

の
先
頭
に
た
っ
て
き
た
革

新
懇
の
活
動
に
敬
意
を
表

し
、
同
時
に
野
党
連
合
政

権
を
本
気
で
実
現
す
る
仕

事
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

野
党
の
「
政
治
を
変
え

る
」
と
い
う
「
本
気
度
」

が
国
民
に
ビ
ン
ビ
ン
伝
わ

り
、
共
闘
を
大
き
く
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る

愛
知
15
選
挙
区
す
べ
て

に
共
闘
組
織
を

市
民

と
野
党
の
共
闘
を
発
展

さ
せ
よ
う

す
べ
て
の
選
挙
区
に
、

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
組

織
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
「
13
項
目

の
共
通
政
策
」
も
圧
倒
的

に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
共

闘
の
姿
を
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
。
い
つ
解
散

総
選
挙
が
あ
っ
て
も
い
い

よ
う
に
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
の
発
展
を
。

日
本
共
産
党
石
山
淳
一
県
書
記
長

特
別
発
言(

要
旨
）


